
1939年の54号で初登場。合計57回は、イラストとしては2
番目に登場回数が多い。東京美術学校在学中から登山に親
しみ、58年には深田久弥らとヒマラヤ旅行を行なっている。
65年に中央アンデスでクレバスに落ち、凍傷により死亡。
最後の表紙になったのは60年の252号。奥秩父の石楠花を
あしらったものだった。※主な登場号／54～218号のうち
27回、221～252号（238号除く）は連続

73号／1942年5月

221号／1957年11月号

初期の表紙を飾る代表的な画家 山川勇一郎

Time Machine

創
刊
直
後
か
ら
60
年
代
半
ば
ま
で
、

冬
は「
ス
キ
ー
」の
題
材
も
多
か
っ
た

昔でなく編
集
ペ
ー
ジ
も
ス
キ
ー
の
割
合
が
高
く
、

山
ス
キ
ー
だ
け
で
な
く
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
を
扱
っ

て
い
る
記
事
も
多
い
。
初
め
て
ス
キ
ー
が
登
場
し

た
4
号
の
編
集
後
記
に
は
川
崎
吉
蔵
が
「
と
う
と

う
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
迫
っ
て
き
た
」
と
記
し
て

お
り
、
ス
キ
ー
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
が
感

じ
ら
れ
る
。
当
時
の
ス
キ
ー
は
自
力
で
登
っ
て
滑

る
遊
び
で
あ
り
、
登
山
の
一
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
。

　

写
真
左
の
1
7
5
号
の
表
紙
は
草
津
温
泉
の
ゲ

レ
ン
デ
。
ス
キ
ー
が
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
定
着
す
る

の
は
リ
フ
ト
が
整
備
さ
れ
て
以
降
で
、
60
年
代
の

ス
キ
ー
場
の
急
増
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
3
 

3
5
号
（
1
9
6
6
年
11
月
）
を
最
後
に
ス
キ
ー

特
集
は
な
く
な
り
、
そ
れ
以
後
は
『
臨
時
増
刊
ス

キ
ー
特
集
』（
後
の
『
s
k
i
e
r
』）
に
移
行
さ

れ
て
い
る
。

の
『
山
と
溪
谷
』
の
表
紙
を
見
る
と
、

冬
は
ス
キ
ー
を
題
材
に
し
た
も
の
が

多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
表
紙
だ
け18号／1933年3月175号／1954年1月号
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